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第5次中期経営計画達成に向けて

今年の3月で第4次中期経営計画が終了するとともに，4月より第5次中期

経営計画が始まります。第5次中期経営計画の最大の目標は，当社の３つの

ブランドのＳａｎＡｃｅ，ＳAＮＵＰＳ，ＳAＮＭＯＴＩＯＮをそれぞれ業界のトップブラ

ンドにしようとするものです。

ブランドとは私たちの生活の中でどのように位置付けられているのでしょう

か？実は，私たちは常に日常生活においてブランド意識を持って行動してい

るように思います。高級ブランド製品の海外買い物ツアーなどはその典型で

しょう。購入する動機は自分が使って楽しむとともに，他人に見られたい，見

てもらいたいと思うものです。それこそがトップブランドと認められるものであ

ります。決して価格や性能にとらわれるのではなく，他人から高い評価をい

ただくことがトップブランドと呼ばれるものでしょう。私たちの生産財と呼ばれ

る製品においては，お客さまや市場が評価して初めて認められるものです。

営業部門としても業界のトップブランドを目指して，この３年間において業務

の品質を高め，次のような施策を実施します。

営業品質を高めるための施策

①グローバル化を推進する

②お客様の満足度を上げる(顧客満足度ＮＯ.１へ)

③山洋電気が自ら市場を創造し成長する

④顧客との取引契約を明確化する

⑤営業組織・営業マン・営業力の品質向上をおこなう

⑥計画的な人材育成を実行する

判断能力・提案企画力・洞察力など，育成するプログラムを確立し，

グローバルな人材を育成する
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⑦人事評価システムを確立し，従業員の満足度を向上させる

⑧教育された人材を適材適所に配備する

営業事務品質向上のための施策　　

①不良資産の撲滅をする

②業務革新を積極的に実行する

③営業事務職の戦力強化を図る

④ＩＦＳの活用をする

⑤フォーキャストの精度向上･正確な需要予測のシステムを確立し，

運用をおこなう

また，技術部門においても世界で通じる技術や品質が求められます。そし

て開発された製品も市場リードするような斬新な技術がなければトップブラ

ンドであるとはいえません。

当社は，国内で初めてＡＣファン，ステッピングモータ，ACサーボモータなど

の国産化に取り組んで新しい技術の取得にチャレンジしてまいりました。これ

から先，グローバルなトップブランドにふさわしい新たな発想に導かれた斬

新的な技術が大いに求められます。

本23号のテクニカルレポートには各事業部における2006年の技術成果が

掲載されています。それらは大きな期待や夢が含まれたものであるとともに，

第5次中期経営計画に通じる技術，さらには一歩先の時代を導くような技術

であると確信しています。


